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第
４
章　

移
転
開
院
の
方
針

検
討
委
員
会
立
ち
上
げ

　

施
設
の
老
朽
化
や
狭
隘
化
、
動
線
の
複
雑
化
な
ど
市
立
病
院
の
課
題
は
、
永
年
の
建
設
事
業
の
終
了
記
念
で
昭
和
58
年
に

「
慈
愛
像
」
を
建
立
し
た
後
も
、
年
を
追
う
ご
と
に
顕
在
化
す
る
。
ま
た
駐
車
場
が
手
狭
な
た
め
、
周
辺
の
交
通
渋
滞
、
待

ち
時
間
に
対
す
る
患
者
の
不
満
も
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
の
改
善
を
図
ろ
う
と
平
成
13
年
３
月
、
市
立
病

院
は
「
整
備
計
画
等
課
題
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
組
織
面
の
改
革
と
建
物
の
建
て
替
え

の
両
面
か
ら
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

５
年
間
に
わ
た
る
検
討
の
結
果
、
平
成
18
年
３
月
31
日
、
検
討
委
員
会
は
、「
市
立
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

の
報
告
書
を
森
博
幸
市
長
に
提
出
。
報
告
書
は
「
建
て
替
え
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
ま
ず
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
市
立
病
院
の
建
物
は
、
昭
和
36
年
建
築
の
１
号
館
を
は
じ
め
平
成
６
年
建
築
の
５
号
館
ま
で
建
て
増
し
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
整
備
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
う
ち
１
号
館
、
２
号
館
は
建
築
後
40
年
を
超
え
、
入
院
・
外
来
患
者
の
主
要
病
棟
で
あ
る

本
館
も
建
築
後
33
年
が
経
過
し
、
全
体
的
に
老
朽
化
、
狭
隘
化
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
医
療
は
さ
ら
に
高
度
化
・
専
門
化

し
、
新
し
い
分
野
の
医
療
機
器
の
開
発
も
進
み
、
患
者
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
市
立
病
院
が
現
在

の
中
核
的
総
合
病
院
と
し
て
の
役
割
を
維
持
し
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
建
物
に
つ
い
て
も
、
医
療
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を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
広
さ
と
機
能
が
必
要
に
な
る
」
と
指
摘
。
そ
し
て
、
現
在
の
市
立
病
院
の

建
物
に
は
老
朽
化
や
狭
隘
化
だ
け
で
な
い
と
し
て
10
項
目
の
具
体
的
な
問
題
点
を
挙
げ
た
。

○
増
改
築
を
繰
り
返
し
て
き
た
た
め
に
、
建
物
間
の
連
絡
が
特
定
の
階
に
制
限
さ
れ
る
な
ど
動
線
が
複
雑
で
、
移
動
距
離

も
長
い
。

○
廊
下
の
幅
が
狭
く
、
特
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
車
椅
子
等
の
往
来
に
支
障
が
あ
る
。

○
階
段
が
小
児
や
高
齢
者
、
障
害
者
に
と
っ
て
急
で
あ
る
。

○
医
療
機
器
の
導
入
が
進
み
、
診
療
室
や
検
査
室
等
が
窮
屈
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

○
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利
用
が
で
き
ず
、
新
し
い
診
療
や
高
度
医
療
機
器
の
導
入
に
支
障
を
生
じ
て
い
る
。

○
病
室
が
狭
く
洗
面
の
設
置
な
ど
患
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
。

○
個
室
が
少
な
く
患
者
の
要
望
を
満
た
せ
な
い
。

○
業
務
用
動
線
と
患
者
・
見
舞
客
の
動
線
が
分
離
さ
れ
て
い
な
い
。

○
建
築
基
準
法
改
正
（
昭
和
56
年
）
以
前
の
建
物
が
多
く
耐
震
性
に
課
題
が
あ
る
。

○
現
在
の
施
設
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

―
と
し
て
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
に
は
「
増
築
や
一
部
の
改
築
で
は
既
存
の
建
物
の
構
造
上
困
難
で
あ
り
、
病
院
の
建
物
全

体
を
計
画
的
に
建
て
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
。

　

さ
ら
に
報
告
書
で
は
「
現
地
建
て
替
え
」
と
「
移
転
建
て
替
え
」
の
比
較
を
検
討
し
た
。
現
地
建
て
替
え
は
、
新
た
な
土

地
の
取
得
費
が
不
要
で
交
通
の
便
が
良
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
土
地
が
狭
い
と
い
う
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
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る
。
移
転
建
て
替
え
の
場
合
、
土
地
の
取
得
費
が
必
要
と
な
る
が
、
跡
地
の
売
却
収
入
が
確
保
で
き
る
こ
と
を
想
定
す
る
と

大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
。
一
方
、
土
地
の
利
用
や
建
物
の
設
計
が
自
由
に
で
き
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
業
務
を
継
続
し
な
が
ら
建
設
で
き
る
た
め
経
営
へ
の
影
響
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
敷
地
の
利
用
効
率
、
完
成
ま
で
の
工

事
期
間
の
患
者
へ
の
影
響
、
経
営
へ
の
影
響
、
完
成
後
の
患
者
の
利
便
性
、
業
務
の
効
率
性
等
を
比
較
検
討
す
る
と
、
い
ず

れ
も
「
移
転
に
よ
る
建
て
替
え
が
条
件
と
し
て
勝
っ
て
い
た
」
と
判
定
し
た
。

あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置

　

平
成
18
年
４
月
17
日
、
鹿
児
島
市
は
学
識
経
験
者
ら
外
部
委
員
８
人
で
構
成
す
る
「
市
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
た
。

　

初
会
合
で
は
会
長
に
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
の
宮
廻
甫
充
教
授
を
選
出
。
市
立
病
院
の
報
告
と
意
見
交
換
が
あ
り
、
委
員

か
ら
は
「
財
務
状
況
か
ら
の
検
討
も
必
要
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
委
員
会
は
７
回
の
会
合
で
、
病
院
の
役
割
や
適
正

な
規
模
、
立
地
条
件
な
ど
を
検
討
し
、
５
月
29
日
の
第
２
回
委
員
会
で
は
、
病
院
の
役
割
に
つ
い
て
「
何
で
も
受
け
付
け
て

い
て
は
財
政
的
に
厳
し
く
な
る
。
外
来
を
カ
ッ
ト
し
て
で
も
、
高
度
・
専
門
医
療
に
特
化
す
べ
き
」
と
専
門
性
重
視
の
病
院

像
を
求
め
る
意
見
が
出
た
一
方
、「
特
化
が
過
ぎ
る
と
民
間
と
変
わ
ら
な
く
な
る
。
市
立
の
病
院
と
し
て
市
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
る
べ
き
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。
市
立
病
院
の
貸
借
対
照
表
の
中
で
、
建
て
替
え
に
も
使
え
る
建
設
改
良
積
立
金

が
、
平
成
16
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
約
37
億
円
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
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18
年
６
月
、
鹿
児
島
市
議
会
は
、
市
立
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
を
調
査
す
る
た
め
の
「
特
別
委
員
会
」
を
設
置
す
る
方
針

を
確
認
し
た
。
議
会
と
し
て
も
「
常
任
委
員
会
の
枠
を
超
え
て
、
集
中
的
か
つ
総
合
的
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
設
置

の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
３
回
目
の
会
合
（
６
月
26
日
）
で
は
、
市
立
病
院
の
医
療
機
能
の
面
か
ら
は
「
現
在
で
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
救
急
医
療
や
周
産
期
医
療
、
小
児
医
療
、
災
害
医
療
に
加
え
、
将
来
の
疾
病
構
造
を
考
え
、
が
ん
医
療

や
脳
医
療
、
循
環
器
医
療
を
ベ
ー
ス
に
し
た
総
合
病
院
を
目
指
す
べ
き
」
と
の
意
見
で
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
県
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
「
市
立
病
院
は
全
国
的
に
見
て
も
他
県
で
は
県
立
病
院
が
担
っ
て
い
る
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
せ
め
て
財

政
的
な
面
だ
け
で
も
県
か
ら
補
助
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
県
内
に
災
害
時

の
緊
急
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
立
ち
遅
れ
て
い
る
災
害
対
応
に
関
連
し
て
「
ス
ペ
ー
ス
が

不
足
し
て
い
る
現
在
の
状
況
で
は
、
人
材
派
遣
は
で
き
て
も
、
災
害
医
療
に
は
十
分
な
対
応
は
難
し
い
」
と
の
指
摘
も
あ
っ

た
。

　

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
４
回
目
の
会
合
（
７
月
18
日
）
で
は
、
市
立
病
院
の
今
後
の
機
能
に
つ
い
て
「
総
合
病
院
的
な
側

面
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
周
産
期
・
小
児
・
が
ん
・
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
高
度
医
療
と
救
急
・
災
害
医
療
を
充
実
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
と
の
方
向
で
一
致
し
た
。

　

ま
た
、
病
床
数
や
敷
地
面
積
と
い
っ
た
規
模
に
つ
い
て
も
協
議
。「
財
政
的
な
問
題
が
許
す
限
り
、
余
裕
を
持
っ
た
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
将
来
的
な
用
途
拡
張
に
備
え
る
べ
き
」「
数
が
不
足
し
て
い
る
個
室
の
確
保
や
、
共
通
病
床
化
が
課
題

と
な
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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あ
り
方
検
討
委
員
会
の
５
回
目
の
会
合
（
８
月
10
日
）
で
は
、
建
て
替
え
検
討
中
の
病
院
規
模
に
つ
い
て
「
現
状
の

６
８
７
床
を
基
本
に
ま
と
め
る
方
針
」
を
確
認
。
建
て
替
え
地
に
つ
い
て
委
員
の
一
人
が
「
日
本
た
ば
こ
産
業
（
Ｊ
Ｔ
）
の

工
場
跡
地
を
候
補
地
と
し
て
提
言
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
起
し
た
。
建
て
替
え
地
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま

え
る
と
、
移
転
建
て
替
え
は
避
け
ら
れ
な
い
。
利
便
性
の
い
い
土
地
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
現
実
的
に
は
Ｊ
Ｔ
跡
地

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
で
き
れ
ば
市
が
跡
地
全
体
を
取
得
し
、
病
院
周
辺
の
環
境
も
配
慮
で
き
れ
ば
い
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
８
月
18
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
の
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
建
て
替
え
地
に

つ
い
て
「
Ｊ
Ｔ
跡
地
」
が
挙
が
っ
た
こ
と
に
論
議
が
集
中
。
市
は
「
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
は
建
て
替
え
に
つ
い
て
現
在
地

か
市
中
心
部
か
、
郊
外
か
と
い
っ
た
方
向
性
で
は
意
見
を
求
め
る
が
、
特
定
の
土
地
の
適
否
を
判
断
し
て
も
ら
う
考
え
は
な

い
」
と
の
立
場
を
示
し
、
計
画
決
定
に
つ
い
て
は
、「
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
報
告
の
ほ
か
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果
や
財

政
状
況
、
病
院
の
経
営
策
、
市
議
会
調
査
特
別
委
員
会
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。

　

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
６
回
目
の
会
合
（
８
月
28
日
）
で
は
、
建
物
や
土
地
な
ど
の
施
設
規
模
や
立
地
条
件
を
協
議
。

「
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
現
在
地
で
は
不
十
分
で
あ
る
の
は
明
ら
か
」「
現
地
建
て
替
え
で
は
多
く
の
点
で
不
利
に
な

る
」
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
、「
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
、
市
街
地
で
の
建
て
替
え
を
進
め
る
べ
き
」
と
の
方
向
で
一
致

し
た
。
規
模
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
降
に
完
成
し
た
全
国
15
の
自
治
体
病
院
（
５
０
０
床
以
上
）
の
平
均
延
べ
床
面
積
約

５
万
４
０
０
０
平
方
㍍
を
ベ
ー
ス
に
、
市
立
病
院
の
充
実
す
べ
き
機
能
を
考
慮
し
「
そ
れ
以
上
と
す
べ
き
」
と
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
鹿
児
島
市
は
９
月
１
日
、
市
議
会
・
市
立
病
院
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で
、
移
転
候
補



116

地
と
し
て
上
荒
田
町
の
Ｊ
Ｔ
跡
地
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
財
政
面
で
の
試
算
作
業
を
進
め
て
お
り
「
移

転
先
と
し
て
Ｊ
Ｔ
跡
地
以
外
の
特
定
の
土
地
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
も
答
え
た
。

　

さ
ら
に
９
月
11
日
の
市
議
会
で
森
博
幸
市
長
は
、「
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
購
入
の
可
否
を
11
月
末
ま
で
に
判
断
す
る
」
こ
と
を
表

明
。
さ
ら
に
同
跡
地
を
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
市
交
通
局
の
移
転
先
と
し
て
も
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
設
置
か
ら
約
５
カ
月
。
最
終
会
合
と
結
果
報
告
を
前
に
、
市
立
病
院
の
移
転
に
大
き
く
踏
み
出
し

た
形
と
な
っ
た
。

　

あ
り
方
検
討
委
員
会
は
、
10
月
17
日
に
七
回
目
の
会
合
で
報
告
書
を
ま
と
め
、
10
月
23
日
に
「
病
院
の
市
街
地
へ
の
移
転

建
て
替
え
が
望
ま
し
い
」
と
提
言
。「
地
域
の
安
心
と
健
康
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
基
幹
病
院
と
な
る
こ
と
を
願
う
」
と
要

望
し
た
。
市
は
報
告
を
受
け
、
交
通
局
を
含
め
た
移
転
や
財
政
面
の
検
討
な
ど
具
体
的
な
作
業
を
本
格
的
に
始
め
た
。
さ
ら

に
12
月
議
会
で
は
病
院
跡
地
に
つ
い
て
は
売
却
す
る
意
向
を
示
し
た
。

Ｊ
Ｔ
跡
地
を
購
入
、
移
転
建
て
替
え
へ

　

平
成
18
年
11
月
末
、
鹿
児
島
市
は
Ｊ
Ｔ
が
保
有
す
る
面
積
約
６
万
９
０
０
０
平
方
㍍
の
跡
地
す
べ
て
を
購
入
す
る
意
思
を

Ｊ
Ｔ
側
に
伝
え
た
。
翌
19
年
１
月
か
ら
市
と
Ｊ
Ｔ
そ
れ
ぞ
れ
が
算
出
し
た
土
地
評
価
額
を
も
と
に
価
格
交
渉
し
た
結
果
、

「
85
億
円
以
下
」
で
一
致
。
２
月
末
に
開
か
れ
た
市
議
会
の
「
市
立
病
院
の
あ
り
方
及
び
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
活
用
策
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
で
、
市
は
そ
の
後
の
交
渉
で
「
81
億
５
０
０
０
万
円
」
で
合
意
し
た
と
報
告
し
た
。
１
平
方
㍍
当
た
り
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の
購
入
価
格
は
約
11
万
８
０
０
０
円
。
市
立
病
院
は
同
日
、
移
転
後
の
新
病
院
に
つ
い
て
現
在
の
６
８
７
床
と
同
規
模
と

し
、
敷
地
面
積
約
４
万
平
方
㍍
、
延
べ
床
面
積
約
５
万
平
方
㍍
と
す
る
方
針
を
提
示
。
施
設
建
設
費
約
２
４
８
億
円
と
土
地

費
用
な
ど
を
合
わ
せ
た
総
事
業
費
を
約
３
４
５
億
円
と
見
込
む
試
算
を
示
し
た
。
ま
た
３
月
市
議
会
で
、
市
は
「
市
立
病
院

は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
運
営
な
ど
、
本
来
県
が
実
施
す
べ
き
機
能
も
果
た
し
て
お
り
、
移
転
計
画
に
つ
い
て
は
財
政
問
題
も

含
め
県
や
関
係
機
関
と
も
十
分
協
議
し
て
進
め
る
」
と
し
、
県
に
も
建
設
費
な
ど
で
相
応
の
負
担
を
求
め
る
考
え
を
示
し

た
。
さ
ら
に
、
市
立
病
院
の
施
設
整
備
の
た
め
に
積
み
立
て
て
き
た
建
設
改
良
積
立
金
（
約
39
億
９
０
０
０
万
円
）
を
全
額

取
り
崩
し
、
病
院
移
転
の
た
め
の
建
設
積
立
金
と
す
る
こ
と
も
報
告
し
た
。

　

契
約
は
平
成
19
年
４
月
27
日
。
市
土
地
開
発
公
社
を
通
じ
て
購
入
し
た
。
工
場
跡
地
で
は
、
工
場
の
基
礎
部
分
の
撤
去
作

業
中
で
終
了
後
に
引
き
渡
さ
れ
る
。
購
入
財
源
に
は
、
約
40
億
円
あ
る
市
の
土
地
開
発
基
金
と
約
67
億
円
あ
る
高
齢
者
福
祉

施
設
管
理
基
金
を
充
当
。
引
き
渡
し
後
は
、
市
土
地
開
発
公
社
の
所
有
と
な
り
、
市
立
病
院
と
交
通
局
施
設
が
移
転
す
る

際
、
同
公
社
が
そ
れ
ぞ
れ
に
売
却
す
る
。
跡
地
売
買
に
つ
い
て
Ｊ
Ｔ
側
は
「
長
年
地
域
に
支
え
ら
れ
て
き
た
跡
地
が
、
市
立

病
院
な
ど
地
域
の
方
々
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
売
買
価
格
は
適
正
だ
と
認
識
し
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。

　

市
は
購
入
し
た
跡
地
へ
の
施
設
配
置
や
、
予
想
さ
れ
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
策
の
検
討
を
開
始
。
周
辺
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
改
正
さ
れ
た
国
の
中
心
市
街
地
活
性
化
（
中
活
）
法
に
よ
る
事
業
を
活
用
す
る
た
め
、
跡
地
全
部
を
国
の
認
定

す
る
中
活
基
本
計
画
の
区
域
に
組
み
入
れ
る
と
し
た
。
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Ｊ
Ｔ
跡
地
の
縁

　

実
は
、
市
が
購
入
し
た
上
荒
田
町
の
Ｊ
Ｔ
跡
地
は
鹿
児
島
市
役
所
の
所
在
地
と
深
い
縁
が
あ
る
。

　

現
在
の
市
役
所
旧
館
は
、
も
と
も
と
鹿
児
島
地
方
専
売
局
の
山
下
町
分
工
場
の
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
日
本
専
売
公
社
鹿

児
島
工
場
が
刊
行
し
た
「
鹿
児
島
工
場
の
あ
ゆ
み
」（
昭
和
56
年
）
に
よ
る
と
、
山
下
町
分
工
場
は
、
明
治
17
年
に
た
ば
こ

製
造
を
開
始
し
た
当
時
九
州
唯
一
の
巻
煙
草
工
場
で
、
増
改
築
に
よ
り
昭
和
の
初
め
ま
で
操
業
し
て
き
た
。
し
か
し
、
敷
地

が
商
業
地
に
あ
っ
た
こ
と
、
狭
隘
の
た
め
時
代
に
適
応
す
る
設
備
が
で
き
な
い
こ
と
、
建
物
が
老
朽
化
し
た
こ
と
等
か
ら
昭

和
２
年
、
移
転
・
改
築
を
市
当
局
と
協
議
を
開
始
。
翌
３
年
、
市
の
後
援
に
よ
り
上
荒
田
町
の
高
等
農
林
学
校
裏
に
敷
地
を

選
定
し
、
ま
ず
山
下
町
分
工
場
２
８
０
９
坪
を
鹿
児
島
市
に
渡
し
、
市
が
７
６
０
０
坪
を
提
供
す
る
「
交
換
条
件
文
書
」
を

締
結
し
た
。
専
売
局
の
受
け
地
の
坪
当
た
り
予
定
価
格
は
14
円
。
総
額
10
万
６
４
０
０
円
だ
っ
た
。

　

専
売
局
は
「
荒
田
ん
田
ん
ぼ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
交
換
地
の
水
田
を
埋
め
立
て
て
工
場
を
建
設
。
昭
和
５
年
、
西
鹿
児
島

分
工
場
と
し
て
口
付
紙
巻
た
ば
こ
「
朝
日
」
の
製
造
（
製
造
能
力
10
億
本
）
を
始
め
た
。
数
軒
の
民
家
の
ほ
か
は
水
田
と
い

う
寂
し
い
土
地
柄
。
新
工
場
建
設
時
の
梅
雨
に
入
っ
た
こ
ろ
、
建
設
現
場
で
「
人
魂
が
出
る
」
と
宿
直
者
が
言
い
出
し
た
。

調
べ
る
と
、
敷
地
の
北
側
道
路
沿
い
は
骨
粉
工
場
が
あ
っ
た
場
所
で
、
こ
こ
を
掘
っ
て
い
た
た
め
「
雨
の
日
は
リ
ン
が
光
る

せ
い
」
と
分
か
り
、
宿
直
者
が
安
心
し
た
と
い
う
建
設
余
話
も
残
っ
て
い
る
。
以
降
敷
地
は
拡
張
さ
れ
、
50
年
後
の
昭
和
55

年
に
は
２
万
坪
ま
で
達
し
た
と
い
う
。

　

国
内
た
ば
こ
事
業
で
は
そ
の
後
、
総
需
要
の
減
少
、
喫
煙
を
巡
る
規
制
の
強
化
、
た
ば
こ
税
の
増
税
な
ど
か
ら
、
平
成
17
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年
３
月
末
で
他
の
国
内
７
工
場
と
と
も
に
鹿
児
島
工
場
の
閉
鎖
が
決
ま
り
、
跡
地
の
売
却
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
ち
な
み

に
同
時
期
に
閉
鎖
さ
れ
た
高
松
工
場
跡
地
に
は
、
そ
の
後
香
川
県
立
中
央
病
院
が
建
設
さ
れ
た
。

「
北
側
に
病
院
」
案

　

さ
て
、
平
成
19
年
７
月
13
日
、
鹿
児
島
市
は
取
得
し
た
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て
「
北
側
に
病
院
、
南
側
に
交
通
局
電

車
部
門
」
と
す
る
施
設
配
置
整
備
案
を
市
議
会
「
市
立
病
院
の
あ
り
方
及
び
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
活
用
策
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
」
に
示
し
た
。
敷
地
北
側
は
二
つ
の
道
路
に
面
し
、
市
電
電
停
も
近
い
こ
と
か
ら
利
便
性
を
考
慮
し
て
病
院
配
置
を
決

め
た
。
ほ
か
に
整
備
す
る
新
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
病
院
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
が
検
討
途
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
院

と
交
通
局
と
の
間
に
整
備
す
る
案
と
病
院
東
側
に
整
備
す
る
案
の
２
案
を
提
示
。
同
年
10
月
２
日
、
市
は
「
北
側
病
院
と
南

側
交
通
局
の
間
に
新
施
設
を
整
備
す
る
」
最
終
的
な
施
設
配
置
案
を
市
議
会
・
特
別
委
員
会
に
示
し
た
。
市
議
会
で
要
望
の

出
て
い
た
新
病
院
敷
地
内
へ
の
市
電
軌
道
引
き
込
み
に
つ
い
て
は
「
再
検
討
し
た
が
、
信
号
機
設
置
や
安
全
面
、
交
通
渋
滞

の
発
生
な
ど
の
課
題
が
残
り
、
実
施
は
困
難
」
と
結
論
づ
け
た
。






